
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
六
十
二
号

特
殊
海
事
損
害
の
賠
償
の
請
求
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

内
閣
は
、
特
殊
海
事
損
害
の
賠
償
の
請
求
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
訴
訟
の
援
助
の
申
請
等
）

第
一
条
　
特
殊
海
事
損
害
の
賠
償
の
請
求
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
に
関
す
る
費
用
の
立
替
え
そ
の
他
訴
訟
に
つ
い
て
必
要
な
援
助
（
以
下
「
訴
訟
の
援
助
」
と
い
う
。
）

は
、
こ
れ
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
か
ら
の
書
面
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
防
衛
大
臣
が
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
訴
訟
の
援
助
の
範
囲
）

第
二
条
　
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
の
援
助
の
う
ち
、
訴
訟
に
関
す
る
費
用
の
立
替
え
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
防
衛
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
金
額
に
つ
き
行
な
う
も
の
と
す
る
。

一
　
裁
判
所
に
納
付
す
べ
き
手
数
料
そ
の
他
の
費
用

二
　
弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
に
支
払
う
べ
き
報
酬
そ
の
他
の
費
用

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
訴
訟
に
関
し
必
要
な
費
用
で
防
衛
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の

２
　
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
の
援
助
の
う
ち
、
訴
訟
に
関
す
る
費
用
の
立
替
え
以
外
の
援
助
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
行
な
う
も
の
と
す
る
。

一
　
立
証
資
料
そ
の
他
の
関
係
資
料
で
防
衛
大
臣
が
訴
訟
の
援
助
を
行
な
う
に
つ
き
必
要
と
認
め
る
も
の
を
収
集
し
、
又
は
整
備
す
る
こ
と
。

二
　
弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
を
紹
介
し
、
又
は
あ
つ
せ
ん
す
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
訴
訟
に
関
し
助
言
し
、
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
な
う
こ
と
。

（
訴
訟
の
援
助
を
行
な
わ
な
い
場
合
）

第
三
条
　
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
の
援
助
は
、
明
ら
か
に
勝
訴
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
殊
海
事
損
害
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
特
殊
海
事
損
害
を
い
う
。
以
下
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
賠
償
の
請
求
に
つ

い
て
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
に
は
、
行
な
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
に
関
す
る
費
用
の
立
替
え
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
行
な
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
防
衛
大
臣
が
特
に
必
要
が
あ
る

と
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
中
小
漁
業
融
資
保
証
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
三
百
四
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
漁
業
者
等
及
び
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
中

小
企
業
者
以
外
の
者
が
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合

二
　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
訴
訟
に
関
す
る
費
用
の
額
が
多
額
で
あ
る
た
め
、
そ
の
額
が
当
該
訴
訟
に
係
る
特
殊
海
事
損
害
の
賠
償
の
請
求
額
に
比
し
不
均
衡
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合

（
償
還
金
の
支
払
の
猶
予
等
の
申
請
等
）

第
四
条
　
法
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
償
還
金
の
支
払
の
猶
予
又
は
立
替
金
の
償
還
の
免
除
は
、
こ
れ
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
か
ら
の
書
面
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
防
衛
大
臣
が
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
償
還
金
の
支
払
の
猶
予
）

第
五
条
　
法
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
償
還
金
の
支
払
の
猶
予
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
訴
訟
に
関
す
る
費
用
の
立
替
え
を
受
け
た
者
（
以
下
「
債
務
者
」
と
い
う
。
）
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か

つ
、
当
該
償
還
金
を
一
時
に
支
払
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
行
な
う
も
の
と
す
る
。

一
　
債
務
者
に
係
る
当
該
訴
訟
に
つ
い
て
そ
の
者
の
敗
訴
が
確
定
し
た
場
合

二
　
債
務
者
に
係
る
当
該
訴
訟
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
給
付
を
受
け
た
訴
訟
に
関
す
る
費
用
に
相
当
す
る
費
用
の
額
が
当
該
訴
訟
に
つ
い
て
国
の
立
て
替
え
た
訴
訟
に
関
す
る
費
用
の
額
よ
り
少
な
い
場
合

（
償
還
金
の
分
割
支
払
）

第
六
条
　
防
衛
大
臣
は
、
法
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
償
還
金
の
支
払
の
猶
予
を
行
な
う
場
合
に
は
、
当
該
償
還
金
の
額
を
適
宜
分
割
し
て
支
払
期
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
支
払
期
限
後
に
お
け
る
償
還
金
の
支
払
の
猶
予
）

第
七
条
　
防
衛
大
臣
は
、
償
還
金
の
支
払
期
限
後
に
お
い
て
も
、
当
該
償
還
金
に
つ
い
て
法
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
償
還
金
の
支
払
の
猶
予
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
す
で
に
発
生
し
た
支
払
の

遅
滞
に
係
る
損
害
賠
償
金
は
、
徴
収
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

（
立
替
金
の
償
還
の
免
除
）

第
八
条
　
法
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
立
替
金
の
償
還
の
免
除
は
、
債
務
者
（
法
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
償
還
金
の
支
払
の
猶
予
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
が
、
第
五
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
償
還
金

の
支
払
期
限
に
お
い
て
、
無
資
力
若
し
く
は
こ
れ
に
近
い
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
償
還
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
法
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
償
還
金
の
支
払
の
猶

予
を
受
け
た
債
務
者
が
、
当
初
の
支
払
期
限
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
後
に
お
い
て
、
無
資
力
若
し
く
は
こ
れ
に
近
い
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
償
還
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限

り
、
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
財
務
大
臣
へ
の
協
議
）

第
九
条
　
防
衛
大
臣
は
、
法
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
償
還
金
の
支
払
を
猶
予
し
、
又
は
立
替
金
の
償
還
を
免
除
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
一
〇
月
二
〇
日
政
令
第
四
一
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
〇
三
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
七
月
二
六
日
政
令
第
二
五
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
月
四
日
政
令
第
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
防
衛
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
一
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
二
〇
日
政
令
第
二
七
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
防
衛
省
設
置
法
及
び
自
衛
隊
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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